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新しい戒め（ヨハネ13:31-35）
　イエス様が弟子達と最後の晩餐を守っておられたときに、その中の一人、ユダという人間の心の中にサタンが入って外に出て行きました。そのユダに裏切られてイエス様は結局、十字架の犠牲に遭うようになります。そのユダが外に出た直後、イエス様がおっしゃった内容が今日の聖書の箇所です。つまり、もうすぐ十字架が迫っていて、十字架にかかるとわかっていらっしゃったときに、目の前に十字架が迫ってきているときに、それプラスそこに本当にイエス様を信じる弟子達だけが残っていた場面でおっしゃった内容です。ユダが外に出たというのはそのような意味があるでしょう。そこでイエス様がおっしゃいました。あなたがたに新しい戒めを与えよう。互いに愛し合いなさい。私があなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさいとおっしゃいました。ある意味、そんなに新しい言葉のようには思われないのですが、イエス様は新しい戒めと敢えてそのように表現されました。イエス様がもうじき十字架に罹るようになるときに、弟子達から離れるようになるときに、そこには本当にイエス様を心から信じる人だけが残っている場面で、イエス様を信じる人に与えられた戒めです。それに新しいという言葉を付けました。なぜイエス様は今までたくさん聞いていたような戒めなのに新しいとおっしゃったのか。そして、この新しい戒めをしっかりと守ることによって、周りがあなたがたを私の弟子と認めるだろう、つまり、弟子の答えの家に立たされるようになるという意味でもあります。それこそ、クリスチャンの勝利であり、またクリスチャンの目標でもあります。クリスチャンの成功はイエス様の弟子としての祝福の道を歩むということです。それが新しい戒め、互いに愛し合いなさいという新しい戒めを守るときにそうなるとおっしゃいました。どのようにして、新しい戒めをしっかりと守ることができるのか。なにが互いに愛し合うことなのか。どうすれば、それが自分の祝福になり、また実行できるのか。そのように質問しなければいけないでしょう。皆さんは今現在、どのような状況におかれていらっしゃるのかわかりませんが、イエス様を信じて受け入れた、今日ここに新しい戒めをいただいている弟子たちと同じイエスを信じる方です。イエス様を信じた途端に、そのときから皆さんはイエスの弟子としての祝福を大前提にして召された方です。ですから、十分にこのような質問をしなければなりません。どのようにすれば互いに愛し合うことができるのか。新しい戒めとは一体、何なのか。それを今日解いて行きたいと願います。それでメッセージをしっかりと握って、ここにいらっしゃる全員、ひとりももれなくイエスの弟子の祝福に預かるようになっていただきたいと願います。

そのためにこれが新しい戒めと言われているということは、昔、神様が与えられた戒めというものは昔の古い過去の戒めということになるでしょう。これが新しいと言われるのであれば。それでまず昔の古い戒め、過去の戒めについて私たちが理解して行かないといけません。その古い戒めというものは旧約の聖書全体ですが、それが圧縮されている内容が十戒です。その十戒が新しいではなく、その前の古い戒めの代表のようなものではないでしょうか。この十戒を理解することによって、新しい戒めが何なのかを理解できるようになるヒントが隠されています。この十戒、古い戒めはだれに与えられたものでしょうか。全人類に与えられたものではありません。神様から特別な目的を持って召されて選ばれていたイスラエルの民に与えられたものです。そのイスラエルの民は何のために神様から特別に選ばれて召されたのでしょうか。それは神様の契約のためです。それでイスラエルの民を契約の民と呼ぶわけです。その契約はいったい何でしょうか。神様にとって、また地球にとって契約はどれほど重要な、どれほど絶対的なものでしょうか。その特別な目的のために、契約のためにイスラエルという国をつくるほどでした。その契約の内容はアダムとエバが罪を犯した途端に神様が人類に、向かって結ばれました与えられた契約です。人は罪を犯して、人の力では罪を解決して救われることができない、幸せになることができない、変わることができない。待っているのは滅びの運命であり滅びの地獄しかないということです。ですから、神様自ら愛を持って私たちを救われるために、人類のために、ひとりひとりの人間のためにキリストを送ることによって、そのキリストが私たちの罪の身代わりとなって、あがないの犠牲のいけにえになることによって、あなたがたは助かり新しい人生に変えられるし、いのちが与えられて希望にあふれる人生に変わると約束されました。これが契約です。キリストによってのみ、あなたがたは助かるようになる。神様ご自身がそのキリストを備え、キリストを送ることによって、またそのキリストが十字架にかけられて身代わりになることによってあなたがたを助けると約束されました。これが契約です。それを短く申し上げると、契約というものはキリストです。特に旧約のときにはイスラエルを召された理由は、そのキリストが来られるための準備をしないといけません。その道を整えないといけません。それが契約の民の祝福であり、また宿命でもあります。イスラエルは契約の民です。イスラエルが存在する理由、イスラエルが召された理由、そしてイスラエルの民として生まれたということは世的な言葉で申し上げますと宿命的に。運命的にキリストの道を整えてキリストを備えるために生まれました。それが契約の民です。契約のために召されているイスラエルに向かってそのために神様が与えられたのが戒めです。ですから、戒めというものは神様からの契約を抜きにしては正しい理解ができないものです。普通に「こうするのがよいのでは。きちんと周りの人を配慮しないと、思いやりをもたないといけないのではないか」という一般論ではありません。そこをまず皆さんがよく理解しないといけません。契約のために神様が契約の民に与えられたものが戒めというものです。その代表的なものが十戒だったといいました。
その十戒の内容を見ると、イエス様が自ら解釈したように1から4までの戒めは神様を愛しなさいと言う内容で、5から10までの戒めは隣人を愛しなさいと言う内容だとイエス様が解釈しました。それがどのような内容なのか。なぜ十戒をイスラエルの民に与えられたのかと言いますと、まず十戒の1から4の内容を短く考えたいと思います。他の神々があってはならない。イスラエルの他の国々が偶像崇拝やなにかの宗教や神々を拝んでいます。それを真似したり、取り入れてはいけない。それから、2番目があなたがた自ら形ある偶像を作って、偶像崇拝をしてはいけない。3番目が神の名前を間違って呼んではいけない。つまり、まことの神様だけがあなたがたの神様ですが、他の神々や偶像がだめで、その次にしっかり神様を信じる、礼拝をするといっても間違って理解してはいけない。それから、4番目が安息日を守りなさいと言う内容です。つまり、1から4というのは神様を正しく信じるべきだ。そして、イスラエルを召された神様だけが本当の神様なのだ。その神様だけを見上げなさいと言う意味です。ただそのためになんでもかんでも神様、神様と言えばよいわけではありません。間違って理解してもいけないし、その神様はどんな神様なのかというとキリストによってあなたがたにまことの安息を与えられる神様、つまり、契約の神様だという意味でヤーウェの神様とおっしゃいました。神様を宗教心を持って、とにかく神様、神様と叫べばよいわけではなく、神様を信じると言うことは神様のことを私たちは全部わかるわけではありません。ただ契約の神様、キリストを送ってキリストによって私たちを助け救われる神様、それが神様です。その神様がまことの神様です。そのように神様を信じなさい。神様はキリストの神様です。それが十戒の前半です。
そして、そのようにキリストの神様として正しく神様を理解し、そのように敬い信じなさい。そのように礼拝をしなさい。それこそが神様を愛することです。だから、ユダヤ人、イスラエルの民は自分なりには歴史をとおして世界中で私たちが最高に神様のことを愛するつもりでいたのですが、一度も愛したことがありません。彼らの神様はキリストの神様ではありません。そうすると、間違って神々を呼んだのと同じです。第3の戒めに引っかかります。難しいお話ではありません。契約のために召されているので、その契約が実は私たちの命より大事なものです。その契約のために召されたあなたがたは契約を一瞬たりとも忘れてはいけませんというのが戒めです。それを知らないでただ文字そのものがどうなのかとなると、守ったつもりでも守ったことになりません。これが十戒の前半の内容です。

神様のことをキリストの契約の救いの神様として正しく理解し信じなさいということは、あなたがたはいつでも何があってもどこに行ってもキリストの契約のために召された契約の民であることを忘れてはいけませんというのが戒めです。契約を一瞬たりとも逃してはいけない。それが神を愛すると言うことです。それほど神様にとって、人類にとって、契約より大事なものは存在しないということです。キリストによって私たちは救われる、キリストによってのみ私たちに希望が与えられる、キリストによってのみ地球は変わる。これが契約です。この契約より大事なものはありません。自分の命より契約の方が大事なものです。この理解がない限りは戒めを理解することができません。だから、第1から4までの戒めと言うものは、契約をあなたのいのちより大事にしなさい。あなたはその契約のために召された者です。忘れてはいけませんという内容です。
それから、5から10までは、隣の人に害をくわえたり、嘘をついたり、何かを盗んだりしてはいけないという内容です。それは文字通りであれば世の中でも、普通の法律にもあるものです。たんにそのような内容ではありません。それはイスラエルがまずイスラエル同士でもいろいろな人がいます。レベルも違う。性格も違う。また部族も派も違う。実力の程度も違うかもしれません。背が高い人も低い人もいるでしょう。弱い人間も強い人間もその中にいます。けれども、イスラエルの民は契約の民であることを忘れないように。この契約がまっとうされて、契約が成し遂げられていくために、契約のために他の人々、イスラエルの民を契約の民として大事にしなさいと言うのが戒めです。つまり、戒めの本来の本質の意味は契約がどれほど大切なものなのかわかるかと言っています。この契約の価値をベースにしないで、愛する愛さないとか、配慮するしないとか、そのようなレベルで云々すると律法になりすぐに限界にぶつかり、またお互いに試みに遭うだけのことです。なぜ嘘をついてはいけないのでしょうか。嘘をつくのは悪い。というレベルでは神の戒め、みことばを理解することはできません。だから、成長が止まります。弟子としての祝福が遠のいて行くようになります。なぜ嘘をついてはいけないでしょうか。嘘をついてその相手に害をくわえマイナスになるようにすると、その人はキリストが来られるための道を整える契約の民なのにそれに障害が生じるでしょう。それに問題が起きるでしょう。だからそうではいけません。単に人間が大切な存在だからというレベルではなく、契約の民なのだから。その契約に支障が起こるようなことをしてはいけません。それが愛です。きちんとキリストが来られるときまで、そのキリストが来られる契約をずっと握って、それに備える、それにふさわしい生き方ができるようにしっかりフォローしながら配慮すべきではないのか。それが隣人を愛しなさいと言う意味です。これが十戒の内容です。

十戒の内容は全部ひっくるめて申し上げると、どのような内容でしょうか。神の契約、キリストが来られるということは地球、宇宙のなによりも大事なものです。それがわかるのかというのが十戒です。これを基準にしてすべてをこれから対処して行きなさい。それが戒めです。戒めというものは契約が大前提でありベースです。そして、ついにこの契約が成就しました。宇宙のなにより大事です。人間、人類が助かる、生きるための唯一の希望だった契約が成就します。キリストがおっしゃった約束通りにこの世に来られました。これはビッグニュースになるしかありません。そのキリストが2000年前にマリヤから預言どおりに生まれて、預言どおりに十字架にかけられて、身代わりとなって3日目に死者の中からよみがえられ天に昇られたイエス様。そのイエス様が契約の主、キリストその方でした。ですから、そのキリストが来られた事件、イエスがキリストとしてこの世に現れた事件で古い戒めというものは役割が終わりました。偶像崇拝、他の神々を信じてはいけない。それが「信じてもいいですか」ではなくて、キリストなるイエスが来られるためにその戒めがあったもので、キリストなるイエスが現れたときにそのイエス様をキリストとして信じて受け入れることがこの戒めを守ることです。そして、イエスがキリストだと本当に信じて受け入れた人であれば、偶像崇拝をしてはいけない、他の神々を信じてはいけないなどの戒めは聞かなくてもよいでしょう。そうでないですか。それはもう成就しました。そういう意味で古いというわけで、言葉そのものがいらないという意味ではありません。それはそれなりに今も意味を持って働いています。しかし、イエス様が来られるまでの役割はもう終わりました。
それから、あなたの隣人を愛しなさいという意味での、5から10までの戒めも実はキリストが来られることを準備するために遭ったものなので、そういう意味では古いもので役割が終わりました。理解できますか。そういう意味で古い戒め、新しい戒めという表現を使います。内容そのものがいきなりひっくり返って別の内容が出たという意味ではなく、イエス・キリストが現れるまでのための戒めが古いもので、イエス・キリストが実際に来られて現れました。契約が成就したのです。そうすると、そこでのテーマは戒めを守るのではなく、イエス・キリストを信じることが守ることです。なぜ十戒があったでしょうか。これからキリストなるイエス様が来られたときに正しく信じてもらうためにあったものです。そこで十戒が古い戒めとなるしかないないものになりました。そこでイエス様がキリストなる十戒を古い戒めにしてしまったイエス様ご自身が十字架にかけられて、新しい時代を始めようとしていらっしゃるそのときに、新しい戒めをおっしゃいました。内容は変わったわけではありません。でも、時代が変わって、キリストが来られるという契約のためにあった戒めではないと言う意味で新しい戒めなのです。冒頭で申し上げましたように、神様の戒めというものは祝福の基準ですが、その戒めを理解するためには神の契約が不可欠ということを申し上げました。その契約が成就して行くことのために登場するものが戒めというものです。それをまず理解してください。しかし、その契約がキリストが来られるということだったので、そのためにあった戒め、十戒というものはキリストが実際に来られて成就したのでその役割はもう終わりです。そこでイエス様が新しい戒めをおっしゃいました。というのは新しい戒めを理解するためには、新しい契約が存在すると言うことでしょう。契約なしでは戒めというものは意味を失うようになりますので。キリストが来られるという契約は成就して終わりました。すると、また戒めが与えられますが、なんの契約がベースになって、根拠になってその戒めが言われるのかということを考えないといけません。

そこで新しい戒めと言われている理由は何かというと、キリストが来られる契約のために召されたイスラエル、契約の民、それでもう役割は終わりました。そのときからイエス・キリストを救い主として信じる人、イエス様がキリストだとわかって反応する人、イエス様を受け入れる人、血筋がイスラエルなのかとは関係なく、そのような人々を聖書は、イエス様ご自身も新しいイスラエルと呼びます。つまり、新しい契約のために召された者です。だれがでしょうか。契約の主、キリストであるイエス様を信じて受け入れた人々。今この最後の晩餐のときにその人たちだけが残っていました。彼らが新しいイスラエルです。当時、周りのすべての人がいまだイスラエルだと信じ込んで自負していたのですが、彼らだけがイスラエルです。新しいイスラエルです。新しいイスラエルはアブラハムの子孫ではなく、イエス・キリストを信じて受け入れた人、神から生まれたと言われ者です。つまり、新しいイスラエルはクリスチャンです。その新しいイスラエルは新しい契約の民であり、新しい契約のために召されるでしょう。その新しい契約は何でしょうか。キリストが来られるという契約はもう終わりました。来られて救いのすべてのわざを終えられ、万軍の主、勝利の主として天に昇られ歴史と地球を支配なさって動かしているイエス様が、神様はこの世を、世界中を愛しておられるから、全世界、地の果てにまでこのキリストであるイエス様が宣べ伝えられることによって、このいのちの祝福が広まっていくということが新しい契約です。特に、先にイエス・キリストを受け入れたクリスチャンをとおして、それを別の言葉では教会、ひとりひとりでは信徒と言います。その教会、信徒をとおして世界中にイエスの救いの祝福が広まっていくと言うのが神様の新しい契約です。契約は自分の命より大事なものだと、まず旧約をとおして確認しないといけないし、新しいイスラエルに与えられました新しい契約、それが使徒の働き1:8に明らかに紹介されていますが、聖霊があなたがたの上に臨まれるときに、力を得てエルサレム、ユダヤの全土、サマリヤ、地の果てにまで私の証人となります。そのような新しい時代がこれから始まる。そこであなたがたは主人公です。その契約のために召されているものです。つまり、そこで偶像崇拝をしてはいけないという内容はいりません。イエス・キリストを信じたから、そこで全部終わりです。

それから、5から10までの戒めも本当は古い意味での役割は終わりました。しかし、教会、信徒、それが互いにという相手ですが、それに対して互いに愛し合いなさいと言い、それを新しい戒めと言いました。つまり、新しい契約、地の果てにまで私の証人となる。福音宣教と世界福音化と伝道というのが契約です。それが正解中に広まり、神のいのちのわざが教会をとおして、信徒をとおして行われる、これが新しい契約です。その契約のために互いに愛し合いなさいとおっしゃいました。つまり、互いに愛し合いなさいと言われたときには、まず何を思い浮かべるべきでしょうか。私、私たちの教会、あの信徒さん、新しいイスラエル、新しい契約の民だったでしょう。新しい契約、世界福音化、福音宣教、この契約。私たちはその契約のために生きるものであり、契約のために召されているものだ。地球はその契約のために動いている。その契約を忘れてはいけない。その契約を逃してはいけない。その契約のためにすべてがある。これらを思い出してもらうために戒めというものが存在します。新しい戒めがある理由は、その戒めがどのような内容で、どのように守るかの前に、新しい契約があって新しい時代が始まったのだなということを、一瞬たりとも忘れないようにというのが戒めの本来の目的です。皆さん、互いに愛し合いなさいという言葉はよくご存知です。日本の教会はそれで「神は愛なり」と言い、愛の言葉がとても好きです。教会に来ても優しくしてくれないと、「この教会には愛がない。愛がもっとあふれればよい」。もちろん、もっともな話です。でも、その互いに愛し合いなさいの中の愛の言葉を見て、それが聞こえてきたときには何を先に思わないといけないでしょうか。新しい契約。この新しい契約は、キリストが来られるという契約が宇宙の中で命より大事なものであったのとまったく同じように、世界福音化と教会と信徒をとおして、このキリストのいのちの救いの祝福が宣べ伝えられていくと言う契約は自分の命より大事なものです。宇宙の中でこの契約より大事なものはありません。結婚も政治も教育も音楽もこの契約より大事なものは存在しません。この理解がない限りは互いに愛し合いなさいという意味がわかりません。

互いに愛し合いなさいとはどういう意味でしょうか。まずは弟子に与えられました。イエス・キリストを告白する者同士にです。いろいろな人がいるでしょう。弱いものもあります。失敗するときもあります。強いものもいます。しかし、そういうことは基準ではありません。契約の民でしょう。その契約が自分のプライドより大切なので、その契約は地球より大切なので、その契約のために召されている教会、契約のために存在する兄弟姉妹なので、人間的な部分での弱さや外見や様々なものがありますが、そういうものに引っかからないで愛し合うと言うことです。なぜでしょうか。理由、根拠のある愛です。戒めというものは。契約のため。なにか気に食わないことがあったときにもそのとおりではなく、まず契約を思い出してください。契約のために。ただあの人がよくわかっていない。契約のために。これが絶対的な徹底した基準になりなさい。これが互いに愛し合いなさいと言うことです。皆さん、世界福音化、福音宣教が神様の新しい契約だということを理解しないといけないし、そうならばそれがなにより大事なものだと言う告白がないといけません。互いに愛し合いなさいという言葉はすばらしい言葉です。仏教に行っても他の宗教、団体に行っても似たような言葉はいっぱいあります。そこには契約がありません。キリストの他には地球に希望はありません。政治がどう変わろうが、教育がどう変わろうが、医学、文明がどのように発展しどう変わろうが、地球にキリストの他には希望はありません。特に日本だけではなく、アフリカもヨーロッパも同じなので世界共通同じです。そのキリストが宣べ伝えられる神の契約、特に皆さんひとりひとりをとおして、教会をとおして、国会や市役所でなく大学でなく、教会、クリスチャン、信徒をとおして、イザヤ預言者が言っているように見た目は弱いもの、小さいものに見えるクリスチャン、教会をとおしてのみ世界、地域、家庭、ひとりひとりを変えることができると契約なさいました。今契約を握るか握らないかによってすべてが変わります。だから、互いに愛し合いなさいと言うことが実行に移っているということは、その人はこの契約を堅く握っているということでしょう。だから、その人はイエスの弟子の祝福の中に立たされるようになります。その人をとおして周りが変わって、本当に祝福の人が起こされ、また命の祝福が起こされるようになります。それに加えて何を食べるか飲むか、なにを着るかのすべては加えて与えられるという証しを持つ人生になります。皆さん、新しい戒め。なぜイエス様が新しいとおっしゃっているのか。契約がいったん成就し、新しい契約が発動したのです。地の果てにまでこのイエスの証人としてあなたがたは用いられるようになる。イエスが宣べ伝えられるようになる。そうでなければ地球は希望がありません。文化、芸術がどう変わろうがそれによって人が助かるわけではありません。キリストの他には希望はありません。
今、ワールドカップで世界中が騒いでいます。寝不足のサラリーマンが増えているようです。一瞬、楽しいし興奮もします。ワールドカップによって世界が変わるわけではありません。キリストでなければ希望はありません。その告白をしているものをクリスチャンと言います。なんと幸いでしょうか。私たちは唯一の希望キリストなるイエス様を信じて救われることになりました。その途端に、同時に神の新しい契約、世界中に自分の現場を始め、自分自身をとおして暗闇の勢力が砕かれ、呪いの勢力が打ち砕かれて神の国が望みいのちの祝福の働きが行われる存在、契約が結ばれ、それが実行に移される未来が待っている存在であるということが幸せであり幸いです。皆さんの努力と関係ありません。皆さんの人間的な条件、資格と一切、関係ありません。イエス・キリストを信じて受け入れると、自動的に新しい契約の民となります。イスラエルの民は、イスラエルの家系に生まれると自分の意志とは関係なく、契約の民、キリストの道を整える宿命を抱えて生まれてくるようになります。イエス・キリストを信じて受け入れると、皆さんの意志とは関係なく世界福音化の契約をまっとうして行くための主人公としての宿命を抱えて生まれてきます。これが幸いです。皆さん、もちろん愛が何なのかというのは大切なのですが、新しい戒めが言われる存在、ユダが出てからおっしゃいました。ユダはそれと関係ありません。イエスを信じないから。この新しい契約の祝福はまったく無縁の人間です。その人が取り除かれてイエス・キリストを信じる人だけ、まるで今日ここに来ている皆さんのような方々に新しい戒めが与えられます。だれもかもに互いに愛し合いなさいとおっしゃるわけではありません。あなたがたは新しい契約、世界福音化、伝道という契約のために召されて、そのために生きる、そのために生まれた存在でしょう。だから、互いに大事にしなさい。互いに愛し合いなさい。間違いがあっても許しなさい。弱さがあれば待ち続けながら、整えて丈夫になるようにしなさい。理由は契約のために。だから、愛というものはある意味で目標がししっかりしているものです。この人が契約の民だから、わかりやすい言葉で言うと自分の現場で世界を見ながらしっかり伝道者として生きていくことができるように、どのようにしてフォローできるかを愛と言います。その目標なしでは聖書が言っている愛とは言いません。なぜでしょうか。どんなに「愛」が飛び交っていてもキリストなしでは救われません。希望はありません。信徒同志に教会にむかって、互いに愛し合いなさいとはどういうことなのでしょうか。契約の民であることに気づいてもらうように祈りつつ配慮し、しっかりとその祝福に立つことができるように配慮しながら整えていくと言うことです。その目で教会の信徒を互いに見ていくと言うことが、互いに愛し合いなさいということです。結局はひとりひとりがその人の時刻表などがあるでしょうが、この宇宙より大事な世界福音化、伝道という契約の祝福にしっかり立てるようにしてあげること、そのためのいろいろなプロセスを愛と言います。だから、互いに愛し合いなさいという言葉が聞こえたら、まず何を思い浮かべるでしょうか。契約、世界福音化、伝道です。皆さんは伝道するかしないか、興味あるかないか関係なく、仕方がなく神の恵みによって、しかも強制的な律法的な恵みによって神の民となられたので仕方がなく新しいイスラエル、新しい契約の民になったので、気づいていないだけであって皆さんの生きる理由、存在の理由は一つしかありません。皆さんをとおして、皆さんの仕事、才能、人生の歩みをとおして、様々な事柄をとおしてイエスがキリストであることが宣べ伝えられるという理由以外にはありません。それが神の新しい契約です。それを忘れないように。どんな場面でも、特に教会を見ながら、信徒同士を見ながら試みに遭ったり、教会を分裂させたりではなく、それを確認する場にしなさい。教会はそういうところです。新しい契約を確認するところです。それを確認できれば教会がどれほど大事なところなのかがわかるでしょう。だから、聖書は教会をぐじゃぐじゃにすることに対して、ものすごく厳しくおっしゃっています。契約をまっとうして行くところは教会しかありません。契約は宇宙より大事なので、その契約に傷をつけようとするものを神様は容赦しません。それが歴史です。そのような意味合いを持って教会の中で分裂させたり、あるいは福音を邪魔したりなどにたいしてはものすごく厳しくおっしゃっています。倫理ではありません。契約です。皆さんは新しいイスラエルです。皆さんが新しい契約の主人公です。皆さんがこういう意味で互いに愛し合いなさいという新しい戒めを守っていくとなれば、皆さんは必ず弟子の祝福の答えの上に立たされるようになるでしょう。そのときから人生は楽しいです。よいことがあるか、悪いことがあるかなど関係なく、ものすごく楽しいエキサイティングな人生になります。
メッセージをまとめます。イエス様がユダが抜けた後、本当の弟子だけが残っているそこに新しい戒めを与えられました。今、皆さんにも新しい戒めが生きて働いています。この新しい戒めを聞かされると言うことが幸いです。皆さんは本物ですから。皆さんは新しい契約の民だから。その新しい契約のために新しい契約が与えられるのです。

今日からいつでもどんなときでも自分のアイデンティティを契約によっていつも確認するようにしてください。皆さんはいったい誰なのでしょうか。どんな存在でしょうか。人間的な条件や外見や人生の経験などによるのではなく、契約、特にイエスを信じた後は新しい契約、もうイエスを信じたので十戒を守ると祝福されるという、その祝福はすでに皆さんのものになっています。神様ご自身が皆さんとともにおられます。この新しい契約がまっとうできるすべての条件がもう整えられています。キリストが皆さんの内側に霊としてともにいらっしゃるわけですから。皆さんの無能さや弱さなどとは一切関係ありません。アイデンティティを新しい契約に基づいて、いつも確認するようにしてください。皆さんは伝道者です。伝道のために召されました。これは神様が一方的に結ばれました祝福の契約です。皆さんが認めていない限りはちぐはぐになるでしょう。神様が「ああそうか。これは取り消しましょう」と言う方であれば、最後まで突っぱねてよいと思いますが、神様はこれが皆さんに対しての計画であり祝福だとご存知なので譲りません。だから、早くこの新しい契約の民であるというアイデンティティを告白し感謝してください。何がどう変わろうが皆さんは伝道のために召されています。
そして、その約束を握って新しい戒めの前に、まず皆さん個人的にそういう意味での新しい契約の祈りがそれぞれ確立されるように工夫してください。契約の祈りは何でしょうか。簡単に言いますと世界福音化と伝道のためのひとりひとりにある祈りの課題を見つけることです。難しいことではありません。教会で世界福音化、日本福音化のために祈っている課題があります。それを皆さんがそのために私は存在しているのだと認めればよいのです。ものすごくわかりやすく皆さんに提示しているのではないでしょうか。それは共通で一緒に皆がやっているのを私も真似すると言う意味ではありません。皆さんは世界福音化という契約のために召されているものだから、そこから祈りの課題を見つけるまではいつまでたっても荒野を脱出することはできません。今私の都合がいいか悪いかは関係ありません。早めに抜け出して契約の祈り、伝道のための個人の祈りの課題を見つけてください。だから、世界福音化、教会の祈りの課題をともに分かち合って、その中で皆さんそれぞれの伝道のための祈りの課題が現場を中心に、皆さんの家族を中心にいろいろあるのではないでしょうか。あるいは皆さんの才能などを中心にして、そこに伝道のフォーカスを合わせて祈りの課題をしっかり見つけるようにしないといけません。それを確立して行くようにしましょう。後ほど24時間、それ以外には祈りにならない。他の祈りは祈る気にならないようになるのが成功です。まず皆さんが契約を一瞬たりとも忘れないように。

それを実践して、それから、そのために召されている教会なので教会を見る目を変えてください。宇宙より大事なところであり、信徒ひとりひとりがどれほど大切な存在なのか。「あれのなにが大切なのか」。契約のために。ですから、教会、信徒ひとりひとりに対してのとりなしの祈りを実践して行くようにしましょう。とりなしの祈りはひとりひとりに対していろいろな祈りの課題があるでしょう。ただ課題を祈ってあげるのではなく、目標は契約の民として目覚めて、契約の祈りができてその契約を実際に成就する歩みになるということを目標にして、そのためにその人の今の状況、レベルでは何が必要なのかなどを考えてするのがとりなしの祈りです。それを実践して行きましょう。教会のためにも祈ってください。その中に牧師も入るでしょう。牧師だからではなく、このような契約の意味合いを持っているときに牧師を大事に見るようになるしかないでしょう。私のようにハンサムではない牧師でもです。とりなしの祈りをよく吟味してください。ほとんどそれがないです。これを皆さんが実践し、その祈りの答えとしていろいろな愛を具体的に実践するような場面があれば、それを実行に移せばよいだけのことです。特にこの愛の中では弱さや間違いに対して無条件、許すということが必ず入っています。
そして、このようにするためにもう一度申し上げます。基準は新しい契約が基準であり、他の基準は全部捨てるようにしましょう。他の基準が先走ってしまうと、これができません。互いに愛し合いなさいになりません。私と性格が合うから、同じ故郷出身だから、同じ国の人だから、よく優しくしてくれるから等、いろいろな基準があります。それらは基準ではありません。基準は一つだけです。新しい契約。それほどこの新しい契約は宇宙の中でこれより大事なものは存在しません。自分の命より大事なものです。だから、これがわかっている者は命がなくなる、殺されることがあってもこの契約を握って殉教して行きました。本当です。本当のことを言いますと、互いに愛し合いなさいという細かい内容よりは、この戒めに対して込められている本当の意味は新しい契約、そのために召されているあなたがた、この契約がいのちより大事だと言うことがわかっているのかという叫び声のようなものです。それなしに愛、愛と軽く唱えることがないようにしてください。愛はそんなものではありません。契約をまっとうするために必要なものです。これをぜひ実践することによって、イエス様がおっしゃったように、周りが皆さんをイエスの弟子と認めざるをえない答えが、ひとりひとりに豊かに与えられることを祈りたいと思います。イエスの弟子の祝福の答えの中に立たされると言うことが成功です。教会を本当の意味で契約という理由によって教会で信徒を愛する人は必ず成功します。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日もイエス様がユダが抜けたあとで死に向かって新しい戒めをおっしゃいました。その深い意味を教えてくださりありがとうございます。今日イエス・キリストを告白している兄弟姉妹ひとりひとりがまず自分自身が新しい契約の民であり、その契約のために今存在し召されているものだと固く噛みしめて握ることができるように祝福を与えてください。これからはすべての基準をこの新しい契約、世界福音化と福音宣教を基準にすることができるように。これを中心にすることができるよう、ひとりひとりを省みてください。それに基づいて教会と信徒を見る目を主が変えてくださり、互いに愛すること、それがすべてであるということを覚えて実践することによって、弟子の祝福に預かることができるようにどうかひとりひとりを、また教会を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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